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公的施設・インフラの公開・開放

■魅力ある公的施設・インフラの大胆な公開・開放

・赤坂や京都の迎賓館に加え、我が国の歴史や伝統に

溢れる公的施設を一般向けに公開・開放

・地域振興に資する観光を通じたインフラの活用

「明日の日本を支える観光ビジョン」

（総理議長，平成28年3月）

インフラツーリズム推進の背景
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地域の観光資源のひとつとして、施設の見せ方や広報を工夫し、地域と連携して

観光客を呼び込み、インフラツーリズムを地域活性化につなげる

１．モデル地区での社会実験の実施

２．国内外に向けた魅力ある広報を展開

３．訪日外国人旅行客のニーズを把握したインバウンド対応

構造を活用した
コンサート

地域の観光資源 人気の自然スポット

地元観光ガイドの育成・活用

インフラ施設と地域との連携（イメージ）

インフラ施設の観光資源化

温泉地での宿泊地域のおみやげ

インフラツーリズム魅力倍増プロジェクト（R1～）



インフラツーリズムモデル地区 ※過年度の地区含む

天ヶ瀬ダム

白鳥大橋

鳴子ダム

新日下川放水路

鶴田ダム

来島海峡大橋

八ッ場ダム

大源太川第１号砂防堰堤

亀の瀬地すべり対策

美瑛川ブロック堰堤と

十勝岳火山砂防情報センター

なるこ

びえいがわ

やんば

はくちょう
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つるだ

あまがせ

だいげんたがわ
ぬくい

バスタ新宿 首都圏外郭放水路
しゅとけんがいかくしんじゅく

温井ダム

くるしまかいきょう R1.7~R5.3

R1.7~R5.3

R1.7~R5.3

R2.8~R5.3

R2.8~R6.3

R1.7~R6.3

R5.8~R7.3

R6.4~

R6.4~ R6.4~
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R5.8~R7.3
R5.8~R7.3

とかちだけ かざん さぼう じょうほう



「土木広報としてのインフラの見学会」 に付加価値をつけて

「人を呼べる観光資源としてインフラを磨き上げ」、地域の方々と連携して

「周辺観光資源への立ち寄りや地域への宿泊を促し」、地域活性化を進めていく。

地
域
活
性
化インフラ

インフラ インフラ

周辺の
他のインフラ

土木広報
～インフラツーリズムの基礎～

土木広報＋付加価値
～魅力ある観光資源へ～

（土木広報＋付加価値）×周辺観光資源
～地域と連携した観光地域づくり～

土木広報としてインフラ
の見学会を実施している
段階

インフラの見学会を磨き上げ、
より広範囲から人を呼び込む
段階

インフラと地域との連携により、周辺観光
資源等にも立ち寄り、より一層地域活性化
が図れる段階

インフラツーリズムの拡大に向けて



インフラツーリズム拡大の手引き（改訂版）

有識者懇談会での議論や「魅力倍増プロジェクト」によるモデル地区の実践を通し

て得た知見等を踏まえ、インフラツーリズムの拡大に向けて必要な取組項目やそ

の工夫点等を取りまとめ

※読者の想定：インフラ管理者／自治体（観光部局・インフラ部局）／地域の観光関係者

施設管理者
来訪者

地域関係者
（自治体）

（観光関係者）
（国等）

・インフラツーリズムをビジネスとして設計
・新しいコンテンツを制作

土木インフラの重要性を発信、イン
フラや土木技術の理解促進

地域を知り、楽しむポイントや視
点が増える
インフラに対する興味関心が広
がり、地域を支える役割や、防災
等に関する知識・心構えが楽しく
学べる

新しい観光資源（インフラ施設）が増
えることにより、地域への来訪者が
増加
インフラと関連する立ち寄りスポット
の増加を通じた地域内の消費額増

目
指
す
成
果

インフラの
公開・開放



インフラツーリズム拡大の手引き-改訂版-の概要
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➢ 戦略の策定

➢ 体制構築

インフラツーリズムの拡大に向けた８つのポイント

➢ 情報発信・プロモーション

➢ 受け入れ環境の整備（ハード）

➢ 受け入れ環境の整備（ソフト）

➢ ガイドの整備

➢ コンテンツ造成

➢ 販路構築

基礎的な取組み 発展的な取組み



体制・運営スキーム

モデル地区の具体的な取組

①戦略策定

•火山防災を伝えるために、十勝岳ジオパークと連携したインフラ・ジオツーリズムの概念の提唱とコンテンツ開
発

• オーバーツーリズム、通過型観光という地域の課題に、滞在時間を延長し地域の消費拡大につなげる取り組み
•十勝岳火山砂防情報センターの改修により、防災を伝える展示と地域の観光拠点としての活用のための検討

②事業基盤の構築
体制構築/受入環境
整備

•十勝岳ジオパーク推進協議会を核に、北海道開発局、美瑛町、上富良野町等による『美瑛町・上富良野町
観光未来プロジェクト』を発足し、運営体制・受入体制を構築

③提供商品の造成
コンテンツ造成/ガイド整
備

• インフラ・ジオツーリズムで伝える火山防災と地域をつなぐストーリー整理
• ストーリーにあわせたツアールートを検討し、ガイドシナリオを整理
•十勝岳火山砂防情報センターを、火山防災を含むインフラ・ジオツーリズムのストーリーをお伝えする施設と
して活用できるように改修

④対外的な発信
情報発信/販路構築

・十勝岳ジオパーク推進協議会、美瑛町観光協会のHPによる広報・受付を開始
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施設管
理者
（国）

美瑛町 上富良野町

【コンテンツ運営】
十勝岳ジオパーク推進協議会
美瑛町観光協会（DMO）

美瑛町・上富良野町観光未来プロジェクト

連
携

ジオパークの構成団体

見
学
会
に
あ

わ
せ
現
場
公

開
の
協
力

モデル地区の取組状況（青い池と十勝岳火山砂防情報センター）

有識者の助言のもと、コンテンツを検討
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○地域消費額の増加へ
オーバーツーリズム・通過
型観光という地域の課題に、
コンテンツにより、滞在時間
を延長し地域の消費拡大
につなげたい

○地域の既存の取組と連携し面的なコンテンツ造成
十勝岳ジオパークと連携し、十勝岳の火山の恵みとその
裏側にある自然災害を防ぐインフラを伝える「インフラ・ジオ
ツーリズム」を提唱。ジオパーク協議会や美瑛町観光協会
からコンテンツを提供（令和７年６月開始、６月～９月）

○展示施設をレベルアップ
インフラツーリズムの取組みをきっかけに十勝岳火
山砂防情報センターの展示を通じて、火山防災を観光
視点で楽しく伝えることができる施設に！

地域の狙い

対応するための取組

〇周辺観光資源との連携
インフラ施設の特徴を踏ま
えると、施設単独よりも周辺
観光資源との連携が重要。
地域ストーリーのあるコンテ
ンツについて検討

有料コンテンツの造成

モデル地区の取組状況 青い池と十勝岳火山砂防情報センター

×

迫力とストーリー性のある展示への改良
（デジタルコンテンツも導入）
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モデル地区の取組状況 青い池と十勝岳火山砂防情報センター

【ポイント】
○ 日本初となる「インフラ・ジオツアー」のガイド付きツアーが
６月からスタート

○ 滞在時間の延長による稼ぐ観光に貢献
○ 地域の美しい景観の背景と地域を守る火山砂防施設群の
重要性を間近で見る巨大な砂防施設や十勝 岳火山砂防
情報センターのわかり易い展示を通じて楽しく学習
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○地域の面的な賑わいへ
令和２年度以降、亀の瀬地
区が日本遺産に認定され、地
域関係者や地元住民が活発
に活動しており、一層の地域
への来訪者増加させ、広域な
地域の面的な賑わいづくりを
行いたい

○新たに魅力的な資料室を整備
資料室と展示物を有識者の助言も踏
まえ更新。亀の瀬地すべりの歴史から
対策工事、さらに流域治水まで楽しみな
がら分かりやすく伝えることが可能に

地域の狙い

対応するための取組

事務所の狙い

モデル地区の取組状況 亀の瀬地すべり対策工事

○地元住民によるガイド体制を構築
地元住民と連携し、これまで事務
所職員が案内していた見学会を、地
元住民によるガイド体制を構築

○地域関係者との連携体制を構築
地域関係者と賑わい創出のための
ワークショップを重ね、地域とのインフラ
ツーリズム連携体制を構築。新資料室
内での地域商品の販売や、敷地内を活
用したイベントの実施

○地域の思いに応えたい
亀の瀬地すべりインフラ
ツーリズムの実施により、来
場者が増加している一方で、
資料室の老朽化や、見学者
の駐車スペース不足の課題、
観光視点でより楽しく事業を
説明したい

×



モデル地区の取組事例 白鳥大橋

• 白鳥大橋は、北海道室蘭市に位置する東日本最大の吊り橋
• 令和２年度に、インフラツーリズムモデル地区に選定
• モデル地区での検討により、通常開放されていない主塔の観光資源化に向
けて、地域が主体となった体制の構築やガイドマニュアルの整備などを通
じて主塔登頂クルーズツアーを造成し、現在は地域の会社によって販売

中間梁から見学

白鳥大橋

ツアーの例 内容 料金（大人）

標準コース

白鳥大橋主塔の中
間梁まで登頂。高
さ100mから白鳥
大橋を望める。

5,500円

標準コース＋
港内クルーズ

標準コースに加え、
室蘭港内をクルー
ズする。

6,500円

TEPPENコース

白鳥大橋主塔の頂
上まで登頂。360
度の大パノラマを
楽しめる。

9,000円

橋脚まで船でアプローチ
※催行人数は、通常のコースの場合、最小5名
※運航期間４月～11月
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